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　このことについて、岡谷市水道事業協同組合のご協力に

より、下記の世帯を対象に実施しますので、ご希望される

方はお気軽にお申し込みください。 

　対象世帯　　平成元年～平成５年までに下水道を接続され

た世帯で、70歳以上で独り暮らしの世帯また

は身障者で独り暮らしの世帯 

　申込期間　　８月19日（金）～26日（金）（土・日除く） 

　　　　　　午前８時30分～午後５時15分 

　申込み先　　水道管理課（内線1411） 

　実施予定　　９月中（実施日は、後日連絡しますので、当

日は立会いをお願いします） 

～９月10日（土）は「下水道の日」です～ 
この日にちなみ、下水道適正管理を目的として、宅内下水道施設の無料点検を行います 

『各掃除口のふたを開け 
下水の流下状況をチェックする』 

　流れの悪い場合には、管内の沈殿物などによる
つまりや施設の損傷、
不等沈下が考えられま
すが、これらは排水管
の閉塞等の原因となり
ます。 

　これらをチェックし異
常がある場合には、水道
施設課または施工した下
水道指定工事店へ相談く
ださい。 

一般にできる簡単な点検方法 

台 所  
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記念事業 

本年度の推進標語 

「下水道  いつか私に  もどる水」 

　
先
日
出
席
し
た
「
市
長
と
我
が
ま
ち
ト
ー
ク
」
の
中
で
、
岡
谷
市

の
水
道
料
金
は
他
市
町
村
と
比
べ
て
高
い
と
い
っ
た
意
見
が
あ
り
ま

し
た
が
本
当
で
し
ょ
う
か
？ 

　
私
は
、
下
水
道
を
使
用
し
て
15
年
経

過
し
ま
す
が
、
高
齢
で
自
分
で
は
簡
単

に
点
検
で
き
ま
せ
ん
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
を
見
て

い
る
と
、
毎
日
の
よ
う
に
老
人
宅
を
悪
徳
業
者

が
訪
問
し
て
、
高
額
な
料
金
請
求
を
さ
れ
る
被

害
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
点
検
に
は
ど
の

よ
う
な
方
法
が
あ
る
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
費
用
は
ど
の
く
ら
い
か
か
り
ま
す
か
？ 

　
最
近
、
業
者
が
市
内
に
宅
内
排
水
設
備
の
点
検
・
清
掃
名
目
で

訪
問
し
て
い
る
と
の
通
報
が
あ
り
ま
す
が
、
市
役
所
か
ら
あ
っ
せ

ん
し
て
い
る
業
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
清
掃
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
自

己
の
判
断
と
責
任
に
お
い
て
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
自
分
で
で
き
な
い

方
は
、
最
寄
り
の
工
事
業
者
に
依
頼
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
施
設
の
維

持
管
理
で
、
清
掃
点
検
等
の
必
要
性
の
調
査
依
頼
は
、
以
前
に
排
水
設
備

工
事
を
施
工
さ
れ
た
業
者
に
依
頼
さ
れ
る
と
、
自
宅
の
状
況
が
一
番
理
解

さ
れ
て
お
り
賢
明
か
と
思
わ
れ
ま
す
。 

　
次
に
、
料
金
に
つ
い
て
で
す
が
、
市
で
は
料
金
等
に
つ
い
て
は
定
め
て

い
ま
せ
ん
。
排
水
設
備
工
事
店
が
組
織
す
る
岡
谷
市
水
道
事
業
協
同
組
合

に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
事
前
の
調
査
で
修
理
等
の
必
要
性
の
判
断
ま

で
の
標
準
的
な
価
格
は
一
戸
あ
た
り
６
千
円
く
ら
い
と
の
こ
と
で
し
た
。 

　
当
市
の
水
道
料
金
は
、
一
般
家
庭
の
13
ミ
リ
で
平
成
15
年
度
決

算
で
県
下
17
市
中
16
番
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
下
水
道
料

金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
下
17
市
中
９
番
目
と
い
ず
れ
も
平
均
以
下
の
低

い
金
額
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。（
い
ず
れ
も
月
20
　
使
用
時
の
額
） 

　
料
金
改
定
に
つ
き
ま
し
て
も
、
水
道
料
金
は
平
成
11
年
度
、
下
水
道
料

金
は
平
成
10
年
度
改
定
以
来
据
え
置
い
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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平成１７年度
（第２期）

パソコンが使えるようになるための基礎内容と、もっと楽しく使うための発展的内容を学ぶことができます。 

どなたでも受講できます

講座名 会　場 内　　容 開講日・時間帯 テキスト 受講料 備考・対象 

カルチャー 
センター 

1,000円 
キーボード・マウス
がある程度使える方 

FOM出版  IT基礎 
ワープロ中級 

（1,050円） 

9／1（木）、8（木）、15（木）、 
22（木） 

午後２時～５時 

カルチャー 
センター 

6,000円 
キーボード・マウス
がある程度使える方 

成美堂出版　デジ
カメ＋パソコン簡
単入門（1,470円） 

9／26（月）、29（木）、10／3（月）、 
6（木）、13（木）、17（月） 
午後７時～９時 

文章作成とイ
ンターネット 

デジタル 
カメラ入門 

文章作成とイ
ンターネット 

川岸公民館 1,000円 
ワープロソフトを使い、
文章を作るとともに、イ
ンターネットを利用する 

デジタルカメラの機能や
画像の加工の基礎を学ぶ 

ワープロソフトを使い、
文章を作るとともに、イ
ンターネットを利用する 

キーボード・マウス
がある程度使える方 

FOM出版  IT基礎 
ワープロ中級 

（1,050円） 

9／7（水）、14（水）、21（水）、 
28（水）、10／5（水）、12（水） 

午後７時～９時 

パソコン入門 長地公民館 1,000円 一般的な入門講座 
託児付 
パソコンが初めての
方、初心者対象 

FOM出版  IT基礎 
パソコン入門 

（1,000円） 

9／2（金）、9（金）、16（金）、 
30（金）、10／7（金）、14（金） 

午後２時～４時 

　※定員：20名（各講座とも）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※使用OS…Microsoft  Windows  Me 

◆申込み方法　 ▽申込書を、受講を希望する各会場（イルフプラザ・カルチャーセンター、川岸公民館、長地公民館）または近くの会場へ 
　　　　　　　　提出する。 

　　　　　　　▽申込み期限までに、申込書を受講を希望する各会場へ封書にて郵送する。※申込書は、各会場にあります。 

◆締め切り　　８月12日（金）午後５時まで　郵送の場合は当日必着のこと。 
　　　　　　　締切日までに定員に満たない講座は、８月19日（金）午前９時から開講前日まで先着順に随時申し込みを受け付けます。 

■抽選方法　　定員を超えた講座は、抽選を実施します。 
　　　　　　　抽選日･･･８月17日（水）午前10時から（抽選会場：イルフプラザ・カルチャーセンター　IT研修室） 
　　　　　　　抽選は公開とし、立会い希望の方は、直接抽選会場にお越しください。抽選結果は８月19日（金）ころまでに、通知します。 

　　　　　　　①受講される方のお名前で申し込んでください。　②当選権利の譲渡はできません。 
　　　　　　　③電話・ファックス等での受付はしません。　④同じ種類の講座へ複数申し込むことはできません。 

　　　　　　　⑤当選確定後のキャンセルはご遠慮ください。受講料・テキスト代等をご負担いただくことがあります 
　　　　　　　※詳しくは、各会場にお問い合わせください。 

●申込み・問合せ先 

　イルフプラザ・カルチャーセンター　〒394-0027　岡谷市中央町1－11－1 　　1２４－８４０１ 

　　　　川　岸　公　民　館　　　　〒394-0047　岡谷市川岸中3－1－29 　　1２３－２２００ 

　　　　長　地　公　民　館　　　　〒394-0083　岡谷市長地柴宮2－15－26　1２７－８０８０ 

① 

② 

③ 

④ 

№ 

注
意
事
項 

時　間　午前10時～11時30分 

会　場　今井区公会所 

対　象　今井地域および市内在住の方 

定　員　50名（定員になり次第締め切ります） 

受講料　無　　料 

受　付　今井区公会所にて８月６日（土） 
　　　　午前９時から先着順にて受付開始！ 
　　　　受付初日は、電話による受付はしま
　　　　せん。 
　　　　※全講座受講が原則です 

≪問合せ≫ 
　今井区公会所1２２－２５４４　または 
　イルフプラザ・カルチャーセンター 
　　　　　　　　　　　　1２４－８４０１ 

期　　日 内　　　　容 講　　師 

８月11日（木） 
「やがて来る時に備えて」 
　　遺言書の書き方は？ 
　　保険は？・預金は？ 

「信濃のやきもの」 
　　焼き物の見方 

「ふるさとの終戦前夜」 
　　西山の横穴倉庫 

「足るを知る」 
これからは心豊かに暮らそう 

「ふるさとの昔ばなし」　 
　　今井の民話 

司法書士 
元長野地方裁判所事務局長 
　飯　田　吉　貞 

岡谷市文化財保護審議委員 
　横　山　　　章 

元岡谷蚕糸博物館長 
　上　條　重　利 

今井区副区長 
　想　田　俶　晴 

今井地区社会福祉協議会長 
元今井区長 
　松　田　弘　三 

８月22日（月） 

８月29日（月） 

９月１日（木） 

９月５日（月） 
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だける方、お子さんのス 
話題を募集しています！ 
課まで。 

No.237

問１　岡谷太鼓まつり、キャッチフレ
ーズは「日本の○○から世界に
響け!!」 

答え　①へそ　　②屋根　　③尾根　 

問２　昭和60年より岡谷市の姉妹都市
となった温泉町は？ 

答え　①東伊豆町　　②北伊豆町 
　　　③伊香保町　 

問３　市ではイメージ向上などのため、
「○○○○応対推進運動」を行
いました。 

答え　①なごやか　　②にぎやか 
　　　③さわやか　 

ヒント…記事を読むと…。 

◆広報クイズ応募方法 
はがきに、答えの番号、住所、氏名、年齢、電話番号をお書
きになり、広報クイズ係《〒394-8510 岡谷市役所（住所
不要）》まで。8月20日の消印まで有効。ひと言書きそえて
くださるとうれしいです。（ひと言は15日号の「みんなの声」
のコーナーへ掲載させていただく場合があります） 

◎前回の答え（７／１）と当選者 
　問１－②緑と湖　　　問２－③冒険遊び場 
　問３－①ロールパンナ 
正解総数23通（応募総数23通）の中から抽選で、小口
誠さん（郷田２）、小沢長人さん（堀ノ内１）、北澤武
子さん（長地権現町２）、志水千美子さん（内山）、早
川久子さん（中央町２）に記念品をお送りします。 

　今年もまた、暑い夏がやってきまし
た。海や山、プール、かき氷、花火、
夏祭り…。子どものころは、楽しい事
がたくさんありましたね。ほら、今で
も子どもたちはプールに飛び込んで歓
声をあげていますよ。 

 

人
間
の
体
の
約
60
％
は
水
分
で
で
き
て
い
る

そ
う
で
す
。
こ
の
季
節
、
熱
中
症
な
ど
の
予
防

に
こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
心
が
け
た
い
で
す
ね
。 

　
ま
た
、
ウ
ィ
ス
キ
ー
の
水
割
り
や
、
コ
ー
ヒ

ー
、
お
茶
な
ど
に
使
う
水
に
、
こ
だ
わ
り
を
も

っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

お
い
し
い
水
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
る
の
で
し
ょ

う
。
そ
れ
は
、
山
か
ら
で
す
。
ス
ー
パ
ー
、
コ

ン
ビ
ニ
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
が
売
ら
れ
て
い

る
現
代
で
は
、
意
識
さ
れ
る
事
は
少
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。 

　
岡
谷
市
の
水
道
水
の
約
63
％
を
占
め
る
水
を

育
み
、
水
源
の
森
百
選
に
も
選
ば
れ
て
い
る
横

川
山
に
つ
い
て
、
横
川
山
運
営
委
員
会
委
員
長

の
宮
坂
雅
司
さ
ん
と
、
前
委
員
長
の
今
井
國
博

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
戦
後
ま
も
な
く
、

今
井
さ
ん
た
ち
が
片
道
３
時
間
か
け
て
木
を
植

え
て
は
帰
っ
て
く
る
こ
と
を
く
り
返
し
、
横
川

山
は
現
在
の
よ
う
な
緑
豊
か
な
森
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
山
の
保
水
力
が
強
く
な
っ
た
こ

と
で
洪
水
を
防
ぎ
、
雨
が
降
っ
て
も
川
の
水
が

あ
ま
り
濁
ら
な
い
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
木
か

ら
落
ち
る
葉
や
枝
が
、
ち
ょ
う
ど
ス
ポ
ン
ジ
の

よ
う
な
役
目
を
果
た
し
て
い
る
の
で
す
。
山
の

手
入
れ
な
し
で
は
お
い
し
い
水
は
飲
め
ま
せ
ん
。 

　「
子
ど
も
と
同
じ
で
手
を
か
け
れ
ば
、
い
い

木
に
育
ち
ま
す
。
毎
年
木
が
大
き
く
な
る
こ
と

に
、
山
仕
事
の
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。
元
気

な
木
か
ど
う
か
、
ひ
と
目
で
わ
か
り
ま
す
よ
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
宮
坂
さ
ん
が
委

員
長
を
務
め
る
現
在
は
、
除
伐
、
間
伐
、
下
草

刈
り
を
し
て
風
通
し
を
良
く
す
る
仕
事
な
ど
が

中
心
の
、
山
を
保
育
す
る
時
代
。
今
一
番
困
っ

て
い
る
問
題
は
、
獣
害
だ
そ
う
で
す
。「
シ
カ
、

イ
ノ
シ
シ
に
木
の
皮
を
剥
か
れ
て
食
べ
ら
れ
る

の
で
、
苦
労
し
て
育
て
て
い
る
の
に
と
て
も
切

な
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
水
は
水

道
の
蛇
口
か
ら
で
る
の
で
は
な
く
、
作
ら
れ
て

い
る
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
、
入
山
の
マ
ナ
ー

を
守
っ
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
す
。 

横川山運営委員会 
水は作るもの、育てるもの 

▲横川山の育む名水「長命水」 

浜 まゆみさんの 

　　　　横川山レポート 



一品料理を紹介していた 
ナップ写真、また身近な 

地域振興 
No.184

仕事を通じて成長したい 

佐藤 奈美さん 
　さ　とう　 な　 み 

（川岸中１） 

長
野
銀
行
岡
谷
支
店
に
お
勤
め
の
、

佐
藤
奈
美
さ
ん
。 

お
仕
事
は
何
年
目
？ 

窓
口
業
務
を
担
当
し
て
７
年
目

に
な
り
ま
す
。
長
く
仕
事
を
す

る
の
も
大
切
で
す
ね
。
お
客
様

が
通
帳
を
な
く
さ
れ
た
時
な
ど
、

解
決
方
法
が
わ
か
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。 

な
ぜ
こ
の
お
仕
事
を
？ 

学
生
の
こ
ろ
銀
行
に
行
き
、
ど

ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
興

味
を
持
っ
た
事
が
き
っ
か
け
で

す
。
銀
行
の
業
務
は
職
場
の
人

と
相
談
し
な
が
ら
や
っ
て
い
き

ま
す
。
今
何
が
必
要
か
考
え
て
、

気
配
り
を
す
る
事
を
覚
え
ま
し

た
。
こ
れ
は
お
客
様
に
対
し
て

も
同
じ
で
す
ね
。 

大
変
な
こ
と
は
？ 

年
金
や
保
険
な
ど
、
銀
行
の
窓

口
で
取
り
扱
う
範
囲
が
ど
ん
ど

ん
広
が
っ
て
い
る
の
で
勉
強
が

大
変
で
す
。
自
己
啓
発
と
し
て

通
信
教
育
も
受
け
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
書
類
や
お
金
を
運
ぶ

の
に
意
外
と
体
力
が
必
要
で
し

た
。 

や
り
が
い
は
？ 

お
客
様
が
顔
を
覚
え
て
い
て
、

窓
口
で
い
ろ
い
ろ
お
話
し
て
く

れ
る
よ
う
に
な
る
と
う
れ
し
い

で
す
ね
。 

休
日
は
何
し
て
る
？ 

海
外
旅
行
に
行
っ
た
り
、
近
く

で
自
然
散
策
を
し
た
り
し
ま
す
。

歩
く
の
が
好
き
な
ん
で
す
。
や

ま
び
こ
公
園
や
諏
訪
湖
の
周
り

も
気
持
ち
が
い
い
で
す
ね
。 

将
来
の
夢
は
？ 

仕
事
を
通
じ
て
多
く
の
人
と
出

会
う
こ
と
で
、
人
間
的
に
成
長

し
て
い
け
た
ら
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い
な
と
思
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ま
す
。 

姉妹都市提携40周年事業に参加しましょう！ 

K
ia

ora!!

No.10国際交流員の 
  セーラ・アキレス です 

　私が岡谷市に来てからもうすぐ一年がたちます。初め
て岡谷で夏を過ごすので、７月のきつね祭り、８
月の岡谷太鼓祭り、そして諏訪湖祭湖上花火
大会などに参加することを大変楽しみにし
ています。私はこの数年、毎年この時期に
数十人の新規のAET（英語指導助手）を迎
えて夏を過ごしていたのですが、今年の
夏は岡谷市の海外姉妹都市米国ミシガン
州のマウント・プレザント市からアダム・
ミラー市長を始めとして12名の代表者が来
岡するのを迎える予定です。この12名のみ
なさんはマウント・プレザント市で生活体験
をする岡谷市の高校生を迎える方で、様々
な形で姉妹都市交流に関わってきました。
私が４月にマウント・プレザント市を訪
問した際にもお世話になったみなさんな
ので、精一杯恩返しをしたいと決意をしました。 
　今回の訪問にあたり、訪問団のみなさんは姉妹都市提
携40周年記念式典や数多くの公式行事に参加しますが、

ホームステイをしながら、以前知り合った岡谷市民に再
会すること、新しい友達を作ることとともに、岡谷市と
諏訪地域の夏祭りに参加することを楽しみにしています。 
　マウント・プレザント市のみなさんは岡谷市民と
マウント・プレザント市とサギノー・チップワ・
インディアン・トライブの独特な文化を分か
ち合いたいとの強い気持ちを持っています。
岡谷市の海外姉妹都市がマウント・プレ
ザント市であることを知らない人も多い
ため、多くのイベントに参加することを
通じて、今回の訪問が岡谷市民にとって
少しでも姉妹都市のことを理解してもらい、
国際理解と国際親善に興味を持ってもらう
きっかけになればと思います。大勢の市民
のみなさんが参加し、私を含めて、両市
民が一生忘れられない夏を過せるように
お祈りしています。 
 

　40周年記念事業の詳細は岡谷市国際交流協会のホー
ムページ http://www.oiea.jp/ をご覧ください。また
は1２４－３２２６へお問い合わせください。 
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